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男 女 共 同 参 画 た よ り 



心癒される珠玉のメロディと輝き☆KOGAびと 

男女共同参画に関する「一行詩」最優秀作品 

第1回古賀市男女共同参画表彰「輝き☆KOGAびと」で

は、古賀市で男女共同参画を実践している企業・団体・

個人を表彰しました。左から企業賞：遠賀信用金庫古賀

支店（支店長 徳田克彰さん)、団体賞：農業女性活動促

進事業推進協議

会(会長 安武布

起さん)、個人賞：

富森祐輔さん（花

見光保育園 保育

士) 普段はオルガンの音とともにキリスト教の講義がされる場

所、福岡女学院看護大学大講義室が、すがすがしい歌

声とギターの麗しい音色に包まれました。古賀市を中心に

活動している、Natural Oneによるミニコンサートは、参加

者の心を和ませました。 

平成27年6月27日(土)に「古賀市男女共同参

画のつどい」でP&Cプランニング㈱代表取締役

上田あい子さんによる講演「自分ブランドで生

きる！」を行いました。自分ブランドで生きる（自

分らしく生きる）ための3つのヒントをご自身

が立ち上げたNPO法人ウィッグ･リング･

ジャパンの活動(抗がん剤の副作用で髪の

毛が抜けた女性にかつらをレンタルする）

などを紹介しながら、説明していただきまし

た。参加者にもお互いインタビューを実践

してもらい、自分を表現することの楽しさと

難しさを体験してもらいました。 

最後に、自分の強みを知り、「一隅を照ら

す」という言葉に例えて、自分の光をみん

なに分け与え、自分の光が足りないとき

は、周りから少し分けてもらい、みんなで社

会を照らしていくような世の中にしていきた

いと、目を輝かせてお話されました。 

誰かがあなたを あなたが誰かを  今日を支える力になる  

2015.7月発行 男 女 共 同 参 画 た よ り 

参加者の声 

自分のことを知る・・・

とても痛い言葉です。

優しい人間になりたい

です〔50代女性〕 

自立すること。人のせ

いにしない。私もそん

な女性になるよう努

力したい〔20代女性〕 
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最優秀作品賞受賞者と市長 



早速なにか始めてみよう！ 

図や写真の説明を記入

します。 

第二の人生には「キョウヨウ」が必要 

第二部では、７団体が活動紹介とＰＲをして下さいました。①文

化協会、②囲碁同好会、③軽スポーツ協会、④歩いてんＤo好

会、⑤ぐりんぐりん古賀（ほたるの会）、⑥たけのこ文庫、⑦かた

ろう会～井戸端会議～の皆さんが生き生きと楽しそうな内容を

紹介され、多くの方が興味深そうに説明を受けておられました。 

三浦清一郎先生のお話を聞いた後でもあり、何か始めてみよ

う！という意気込みが感じられ、問題提起のみに終わらず、足

がかりを見つけることの出来る大変意義あるセミナーでした。 

（男女共同参画啓発推進委員 飯尾みどり）  

平成27年9月4日開催の「社会に参画して、健康寿命を伸ばそ

う」では、二部構成で、第1部は講演でした。 

講師の三浦清一郎先生の歯に衣を着せぬご講演は、私の安

穏とした老後観に一撃をくらわせました。 

「今日行くところがあって、今日用があるのが老人に必要なキョ

ウヨウだ。」「司令塔である脳を死ぬまで壊さないように、読み書

きして考えて、戦い抜いて、人間らしく生きなさい。」「縁側でお

茶をすする幸福な老人像は、日本文化が生んだ虚像であり、

退職後の生活は淋しくて切ないのです。」と先生は自らの体験

を交えて老後人生の実態を正直に話して下さいました。 

誰もが平等に迎える老いをどう受け入れ、どう乗り越えていくの

かは、地域社会に一つの答えがあるようでした。古賀市のセミ

ナーに参加する為に、服を着替え、身だしなみを整え、会場に

足を運ぶ、これが第一歩。近所の人と会う、言葉をかける、た

めになる話を聞いて考える、様々な第二歩。 

中村市長も駆けつけ、先生のお話を熱心に聞いておられまし

た。            （男女共同参画啓発推進委員 江口真由美） 

参加者の声 

80歳を目前に身に

つまされるお話でし

た。しっかり自覚し

て生活して行こうと

思います。 

（70代 男性） 

2015.9月発行 男 女 共 同 参 画 た よ り 

ユーモアたっぷりに講演する三浦清一郎さん 

みなさんも社会や地域に参画して健康寿命を 

伸ばしましょう！ 

団体の紹介等は、男女共同参画係にもあります。 



朗読劇『みんなで△・二重丸』 

古賀市男女共同参画啓発推進委

員の面々に加え、会場からの参加

で、というメンバーでしたが、初めて

のユニットとは思えないほどの演技

力と間合いで会場を魅了することが

でき（＾＾；）、ただ参加するのではなく

参画することの楽しさや意識を持つ

ことの大切さを感じました。  

（男女共同参画啓発推進委員  

小田邊 美香） 

平成27年10月30日に、 「輝け！KOGA☆サ

ミット2015」と題し、その第１回サミットが開催さ

れました。 

講師に元アナウンサーでマーケティングアドバ

イザーの鮫島宗哉氏を迎え、 様々な委員会、

審議会、役員、団体、ALT（外国語指導助手）

そして市民の皆さんで３４名(女性２２名、男性

１２名） の方々がワールドカフェでまずは知り合

うことから始まりました。 

唯一のルールは、テーマについて人の言った

ことは否定しないこと。それもあってか自己紹

介のあとは、日頃の想いをどんどんお話しされ

ていました。 始めの緊張はどこへやら、 

①「古賀市民として何を大切にしていますか」

のテーマでは、仲間、地域とのつながり、自然

環境、子どもたち、自分たちでまちをつくるとい

う意識、等々話が止まらなくなるくらいに・・・。 

②「古賀市の誇れるもの(すごい・すばらしい）

は何ですか」のテーマでは、大根川、ウナギ、

ほたる、仲間、コンパクトさ、自然、温泉、便利

さ、そのほかたくさん。皆さんが心から古賀のこ

とを好きで、どうしたらみんなの古賀を楽しくて

暮らしやすいまちにできるんだろうかと日々考

えているんだと思える有意義な時間でした。 

それぞれが、出会えて良かったと挨拶し合っ

ている姿は古賀の未来の希望だと感じました。  

（男女共同参画啓発推進委員  

小田邊 美香） 

あなたは 古賀市民として 何を大切にしていますか 

2015.12月発行-1 男 女 共 同 参 画 た よ り 

参加者の声 

古賀市をよくしたいと

思う方々がたくさん居

られた事の確認と交

流のきっかけづくりとな

りました。 

〔60代 男性〕 

色々とすばらしい方と

知り合えてよかった。 

〔40代 女性〕 
鮫島宗哉氏とワールドカフェの様子 

参加者の声 

男女共同参画の演技

がすばらしかったで

す。いつのまにか自分

もその中に入っている

ような気がしましたよ。 

〔50代 女性〕 

劇をうちの地域でもし

てほしいです。 

〔30代 女性〕 

あなたの地域でもこの朗読劇を上演します。 

「古賀市まちづくり出前講座」のメニュー№６で総務課地域コミュニティ室へお申込みください。 

イバンさん（ALT）と話し合うテーブル 

発行：古賀市総務課男女共同参画係 

男女共同参画朗読劇の様子 

ワールドカフェ：カフェにいるような雰囲気で、少人数に分かれたテーブルで事由に意見を出し合うこと 



ニッポンのココがヘンだよ！ココがすばらしいよ！ 

男性も女性も外国の人も笑顔で暮らすためには、古賀市には何が必要ですか 

ワールドカフェのラウンドの間に、古賀市のALT（外国語

指導助手）である2人のパネルディスカッションがありま

した。サラさん（アラスカ出身）はイバンさん（カナダ出

身）が感じた、日本に住んでみての便利さや安全さを。

そして、日本人のコミュニケーションの取り方が下手な

所を、日本語を使って話していただきました。対外国人

に限らず気をつけなければいけませんね。表現がむず

かしいところ、一生懸命伝えようとしてくださり、ありがた

かったです。 

（男女共同参画啓発推進委員 中園 よし恵） 

平成27年11月5日、前回に引き続き同じく

鮫島宗哉さんのファシリテーションで、様々な

委員会、審議会、役員、団体、ALT（外国語

指導助手）そして市民の皆さんで第２回「輝

け!KOGA☆サミット2015」が開催されました。

今回は、古賀市長も参加されました。 

最初に、会場の全員と握手して、みんなで和

んだところで、前回、大好評（自賛）だった男

女共同参画朗読劇『みんなで△・二重丸』を

再度上演しました。今回も啓発推進委員に

加え、会場からの飛び入り参加者と一緒に楽

しく演じました。「参加」と「参画」の違いが皆さ

んに面白おかしく印象づいていれば良いなと

思いました。 

ワールドカフェは、テーブルの移動が一回だったの

が少し物足りませんでしたが、参加者のテーマへの

視点がそれぞれに違い、問題の解決策の見出し方

が様々な事を再認識できました。 

古賀に住む外国の人たちのお話を聞ける機会が

もっとあっても良いですね。色々な価値観を認め合

い、また、この土地（日本や古賀）の良さも活かしな

がら暮らせる街づくりを目指したいと思いました。 

  （男女共同参画啓発推進委員 中園 よし恵） 

2015.12月発行-2 男 女 共 同 参 画 た よ り 

参加者の声 

いろいろな角度からも

のが見えて、楽しかっ

た。 

〔50代 男性〕 

1回目少しとまどいも

ありましたが、2回シ

リーズであることで顔

見知り度が高くなり、よ

かったと思います。 

〔40代 女性〕 

パネルディスカッションで話すサラさん(左)とイバンさん(右) 

中村市長も参加したテーブル 

今の古賀市民の私から未来の古賀市民へひとこと 

ワールド・カフェの様子 

発行：古賀市総務課男女共同参画係 

ファシリテーション：話し合いがスムーズに進むよう参加者の意見を引き出したり、整理したりして支援すること 

ワールドカフェ：カフェにいるような雰囲気で、少人数に分かれたテーブルで事由に意見を出し合うこと 



2015年度も、啓発推進委員の活動を
通じて、多くの事を学び知る事が出
来、大変感謝しています。  
なかでも2016年2月に参加した北部プ
ラザでの農業女性の活動報告会は、
印象深いものでした。彼女たちの過去
20年間の足跡はなんと素晴らしいもの
でしょうか。固定的な女性の役割に疑
問を持ち、自分たちの力で、「まんま実
～や」を立ち上げ、障害を乗り越え、日
本でも注目される事業へと発展させて
いるのです。最も感動したのは、女性ら
しく柔軟に男性と協力し合って、夫婦で
お互いの良さを認め合って、地域社会
を融合させていかれていることです。こ
れこそ男女共同参画型社会の目指す
ところです。2016年度も、微力ではあり
ますが、委員としてまずは自分自身に
取り入れて小さな変化の輪を広げたい
と思います。（江口 真由美） 
 
 今年も桜が咲き春がきました。古賀
市でも13年前から男女共同参画で、
社会をもっと生きやすいようにしていき
ましょうと取り組まれてきました。けれど
地域や社会、法律面ではまだまだ課
題はたくさんです。これからも家庭や学
校、地域での暮らしの中で、常に基本
の思いとして、男女間の差別をしない
考え方が根付き、より豊かな共生社会
を願う人達の集う古賀市をめざし、講
演会や行事に参加していきたいと思い
ます。（結城 喜久代） 

平成２７年度 男女共同参画トピックス 

 委員会では毎年の動きは、一見変
化がないように見える。会議でのつ
どいの企画や今後の目標設定、反
省。企画の運営、出前講座。ネット
ワーク会議では皆さんの前向きな姿
に元気をいただけるし、何より皆さん
に会えるのが楽しい。私の委員の活
動も今年で7年目に入りますが、
やっていることは変わらないけれど、
内容が年々バージョンアップして
いっていることにワクワクします。私
個人としては、福岡県女性リーダー
養成講座「いきいき塾」に推薦して
いただき、勉強してきました。（ありが
とうございました）その中で、古賀市
がしっかりステップアップしていること
を感じ、そのワクワクが大きくなりまし
た。外に出てみると古賀市の頑張り
を感じることができて、とてもうれし
かったです。 
市役所の中も縦にしか機能できな
かったところに部署間の連携が取れ
る状況も生まれたのではないでしょ
うか。これも役所内の市民のための
サービス向上への気持ちの表れだ
と思います。今後も総務部として、
みんなの共同参画を推進していた
だいて、私たち委員も共同参画して
ワクワクの古賀市にしていけたらいい
な！未来志向でまた活動していき
ます。（小田邊 美香） 

男女共同参画啓発推進委員会の27年度の活動を通して 

毎日新聞：平成27年9月16日 

福岡県男女共同参画表彰「社会における女性

の活躍推進部門」受賞者の小山留美香さんと 

古賀市農業女性活動推進事業推進協議会委

員と男女共同参画啓発推進委員３名 

 

西日本新聞：平成27年12月25日 

古賀市役所 

コミュニティ推進課男女共同参画係 

古賀市駅東１－１－１ 

電話:092（942）1260 

FAX: 092（942）1291 

電子メール: danjo@city.koga.fukuoka.jp 

問合せ先 

ホームページもご覧ください 
http://www.city.koga.fukuoka.jp/ 

平成28年4月から 

総務課男女共同参画係は 

コミュニティ推進課 

男女共同参画係に変わります 


